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６月行事予定
６月 １日（木） 高総体開会式
６月 ２日（金）～４日（日） 高総体（後期）
６月 ８日（火） 生徒総会
６月 ９日（金） 英語・機械製図検定
６月１１日（日） 同窓会関東支部交流会
６月１２日（月）～１４日（水）定期考査
６月１５日（木）～１６日（金）球技大会
６月１６日（金） 漢字・計算技術検定
６月２０日（月） 性教育講演会（１年）
６月２２日（木） 先輩に聞く会（３年）
６月２３日（金） 情報技術検定
６月２９日（木） 「飲酒・喫煙防止」講話（１年）

職業講話（２年）
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山ぼうし 山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし

の碑（初代 PTA 会長盛合聡の揮毫）がある。

校外で気がゆるんだのか、喫煙をし

た生徒が数名発見されました。ここし

ばらく校外、校内で喫煙するという問

題行動がなく、生徒指導の先生方とも

良い傾向だと話し合ったばかりでした

が、こうした生徒が現れたことを大変

残念に思っております。この機会に、

生徒諸君に「タバコの害」についてよ

く理解をしてほしいと思います。

未成年者喫煙防止法という法律でタ

バコを若い人が喫うことを禁止してい

ます。学校ではタバコそのものの害と

こうした法律できめられたこと、つま

り社会のル－ルを守らないことから生

まれる害の二つの面から、生徒諸君を

指導しています。

社会には法律があり、学校には校則

があります。これらを守ることでお互

いの生活が営まれているのです。つま

り、人々は法律や規則を尊重する心を

持たなければならないのです。

こうした規則や法律で禁止されてい

ることを「たいしたことではない」と

考えて違反行為を繰り返していると、

罪に対する意識がだんだん薄くなって、

より大きな問題行動へ進むことにもな

りかねないのです。

成人でも、一本のタバコを喫うと約

１５分寿命が縮まるといわれています。

こうした害毒は、成長期の未成年者に

対しては特に大きいのです。成長期の

大切な時期に、タバコの害で両親から

授かったかけがえのない身体に悪い影

響を与えないようにしてほしいもので

す。やり直すことのできない大切な人

生を、百を越える害があるが、ひとつ

の益もないといわれるタバコで無駄に

することがあってはなりません。

生徒諸君がタバコの害をよく理解し

て、これから喫煙者など現れないよう

期待しております。

校長 及 川 敏 昭

「 た ば こ の 害 」



工作部は５月４日（木）・５日（金）に秋田県大
潟村ソーラースポーツラインで行われた『２００６
ワールドエコノムーブ大会』に参加してきました。
この大会は、大会本部から支給されたバッテリー４
個を使い、２時間の競技時間内にどれだけの距離を
走る事ができるか競う大会です。限られたエネルギ
ーを有効に使うために様々な工夫をしなければなり
ません。

工作部では１年間かけ２台の競技車両を製作し大
会に参加しました。

４日の公式練習は、２年生チーム３年生チームと
も順調に走行距離を伸ばし、本戦に向けてセッティ
ングの確認もでき満足のいく走行でした。

５日の本戦は残念なことに雨天となってしまいま
した。ぎりぎりまで待ちましたがコースの状況が悪
く、安全に走行するためにフロントスクリーンを切
り取って競技に参加しました。

大会結果は、走行距
離をのばすことができ
なかったことは残念でしたが、コンディションの
悪いなか、安定した走行をして２チームとも完走
しました。

順位はジュニアクラス４３チーム中２年生チー
ムが１７位、３年生チームが１９位でした。

また、特別賞として『菜の花賞』をいただきま
した。

来年の大会では、好記録が出せるよう頑張って
製作をしていきたいと思います。

◆ 津軽石川原清掃行わる ◆
５月１７日（水）、本校生徒会の恒例行事である「津

軽石川原及び国道４５号線（津軽石地内）の清掃活動」、
通称「津軽石川原清掃」が予定通り実施された。平成
３年度の開始以来１６回目となるこの日、天候は薄曇
り、清掃活動をするには絶好の天気となった。

平成３(1991)年４月２４日、地域への奉仕活動とし
て、最初の津軽石川原清掃が行われた。創立２０周年
へ向けて生徒会活動を盛り上げていこうと模索する中
で、地域からの声に応える形での実施であった。以来、
毎年４月下旬～５月下旬頃に行われてきた。

回収したゴミは空き缶・空き瓶・ペットボトルなどが多数であったが、他に
も空の缶詰やビニールの切れはし、網や自転車の一部なども回収された。

地域の人達とのつながりをもつことのできるこの
行事は、大切な生徒会活動の１つである。年度初め
からの慌ただしさの一段落として、生徒・職員の気
分転換ともなる行事でもある。日本河川協会などか
ら感謝状も頂いているが、これに奢らず、生徒全員
が節度ある行動を出来るよう、今後も活動は続けら
れていくことだろう。

ゴミが少なくなってきたという今年度、それでも
回収されたゴミは８０袋であった。

協力：(新)宮古市役所環境課（環境保全係・きれいなまち推進室）
岩手県警宮古警察署・津軽石駐在所


